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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年1月12日(2017.1.12)

【公表番号】特表2016-500746(P2016-500746A)
【公表日】平成28年1月14日(2016.1.14)
【年通号数】公開・登録公報2016-003
【出願番号】特願2015-539971(P2015-539971)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   9/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  21/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/38     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/53     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/6574   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  101/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    9/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/00     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   21/12     　　　　
   Ｃ０７Ｆ    9/38     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｆ    9/53     　　　　
   Ｃ０７Ｆ    9/6574   　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年11月22日(2016.11.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　難燃性ポリマー組成物であって、
ａ）熱硬化性または熱可塑性ポリマーであって、１つもしくは複数の、ポリオレフィンホ
モポリマー、ポリオレフィンコポリマー、ゴム、エポキシ樹脂、ポリエステル、ポリウレ
タン、ポリスルホン、ポリイミド、ポリフェニレンエーテル、スチレン系ポリマー、スチ
レン系コポリマー、ポリカーボネート、アクリル系ポリマー、ポリアミド、ポリアセター
ル、エポキシ樹脂、生物分解性ポリマーまたはそれらのブレンドを、又は１つもしくは複
数の、ポリフェニレンエーテル／スチレン系樹脂のブレンド、ＡＢＳ、ポリ塩化ビニル／
ＡＢＳのブレンド、メタクリロニトリル含有のＡＢＳ、α－メチルスチレン含有のＡＢＳ
、ポリエステル／ＡＢＳ、ポリカーボネート／ＡＢＳ、衝撃性変性ポリエステルまたは衝
撃性変性ポリスチレンを含んでなる熱硬化性または熱可塑性ポリマーと、
ｂ）成分ａ）との混合前に、２００℃以上の温度で、０．０１時間～２０時間、１つまた
は複数の式（Ｉ）
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【化１】

（式中、
Ｒは、Ｃ１～１２アルキルであり、前記アルキルは、未置換であり、
Ｍは、金属であり、
ｙは、１～４の数であり、故にＭ（＋）ｙは、（＋）ｙがその陽イオンに規定される電荷
を表す金属陽イオンであり、ｐは、１～４の数である）
の化合物の加熱を備えるプロセスにより得られる、式（Ｉ）とは異なる化学種の難燃性材
料を難燃性ポリマー組成物の総重量を基準として１％～５０重量％と、
を含んでなる難燃性ポリマー組成物。
【請求項２】
　式（Ｉ）のＭが、Ｌｉ、Ｋ、Ｎａ、Ｍｇ、Ｃａ、Ｂａ、Ｚｎ、Ｚｒ、Ｂ、Ａｌ、Ｓｉ、
Ｔｉ、ＳｎまたはＳｂである請求項１に記載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項３】
　式（Ｉ）のＭが、ＡｌまたはＣａである請求項１に記載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項４】
　Ｒが、メチル、エチル、プロピル、またはイソプロピルである請求項１に記載の難燃性
ポリマー組成物。
【請求項５】
　式（Ｉ）のＭが、ＡｌまたはＣａである請求項４に記載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項６】
　ＲがメチルでありＭがＡｌである、ＲがエチルでありＭがＡｌである、又はＲがエチル
でありＭがＣａである、請求項５に記載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項７】
　前記熱硬化性または熱可塑性ポリマーが、１つもしくは複数の、ポリオレフィンホモポ
リマー、ポリオレフィンコポリマー、ゴム、エポキシ樹脂、ポリエステル、ポリウレタン
、ポリスルホン、ポリイミド、ポリフェニレンエーテル、スチレン系ポリマー、スチレン
系コポリマー、ポリカーボネート、アクリル系ポリマー、ポリアミド、ポリアセタール、
エポキシ樹脂、またはそれらのブレンドを含んでなる請求項１、５、または６に記載の難
燃性ポリマー組成物。
【請求項８】
　前記熱硬化性または熱可塑性ポリマーが、１つもしくは複数の、ポリフェニレンエーテ
ル／スチレン系樹脂のブレンド、ＡＢＳ、ポリ塩化ビニル／ＡＢＳのブレンド、メタクリ
ロニトリル含有のＡＢＳ、α－メチルスチレン含有のＡＢＳ、ポリエステル／ＡＢＳ、ポ
リカーボネート／ＡＢＳ、衝撃性変性ポリエステルまたは衝撃性変性ポリスチレンを含ん
でなる請求項１に記載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項９】
　前記熱硬化性または熱可塑性ポリマーが、１つもしくは複数の、スチレン系ポリマー、
ポリオレフィン、ポリエステル、エポキシ樹脂、ポリカーボネート、ポリアミド、または
ポリウレタンを含んでなる請求項７に記載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項１０】
　前記熱硬化性または熱可塑性ポリマーが、さらに補強材を含んでなる請求項７に記載の
難燃性ポリマー組成物。
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【請求項１１】
　前記熱硬化性または熱可塑性ポリマーが、ポリアルキレンテレフタレート、ＨＩＰＳ、
エポキシ樹脂またはポリアミドを含んでなり、前記熱硬化性または熱可塑性ポリマーが、
任意選択的に補強材をさらに含んでなる請求項９に記載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項１２】
　前記熱硬化性または熱可塑性ポリマーが、ポリブチレンテレフタレート、ポリエチレン
テレフタレート、ガラス充填ポリブチレンテレフタレート、ガラス充填ポリエチレンテレ
フタレート、ガラス強化のエポキシ樹脂、熱可塑性ポリアミドまたはガラス充填の熱可塑
性ポリアミドを含んでなる請求項１１に記載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項１３】
　前記熱可塑性ポリアミドまたはガラス充填の熱可塑性ポリアミドが、ナイロン４６、ナ
イロン４Ｔ、ナイロン６Ｔ／６６コポリマー、またはナイロン９Ｔを含んでなる請求項１
２に記載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項１４】
　（ｃ）１つもしくは複数の追加の難燃材、および／または１つもしくは複数の相乗剤ま
たは難燃助剤をさらに含んでなる請求項１に記載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項１５】
　１つもしくは複数の追加の難燃材を含んでなり、前記１つもしくは複数の追加の難燃材
が、ハロゲン化難燃材、アルキルもしくはアリールホスフィンオキシド難燃材、アルキル
もしくはアリールリン酸難燃材、アルキルもしくはアリールホスホン酸、アルキルもしく
はアリールアルキルホスフィン酸、またはアルキルまたはアリールホスフィン酸の塩を含
んでなる請求項１４に記載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項１６】
　前記１つもしくは複数の追加の難燃材が、アルミニウムトリス（ジアルキルホスフィネ
ート）を含んでなる請求項１５に記載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項１７】
　１つもしくは複数の相乗剤または難燃助剤を含んでなり、前記１つもしくは複数の相乗
剤または難燃助剤が、メラミン、メラミン誘導体、メラミン縮合生成物、メラミン塩、ホ
スフィンオキシド、ポリホスフィンオキシド、または金属水酸化物、酸化物、水和酸化物
、ボレート、ホスフェート、ホスフィット或いはシリケートを含んでなる請求項１４に記
載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項１８】
　前記１つもしくは複数の相乗剤または難燃助剤が、アルミニウム水素ホスフィット、ベ
ンジルホスフィンオキシド、ポリベンジルホスフィンオキシド、メレムまたはメラミン変
性リン酸金属塩を含んでなり、前記金属が、アルミニウム、亜鉛またはマグネシウムを含
んでなる請求項１７に記載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項１９】
　（ｃ）１つもしくは複数の追加の難燃材、相乗剤または難燃助剤を含んでなり、前記１
つもしくは複数の追加の難燃材、相乗剤または難燃助剤が、アルミニウムトリス（ジアル
キルホスフィネート）、アルミニウム水素ホスフィット、メチレン－ジフェニルホスフィ
ンオキシド－置換のポリアリールエーテル、キシリレンビス（ジフェニルホスフィンオキ
シド）、１，２－ビス－（９，１０－ジヒドロ－９－オキシ－１０－ホスファフェナント
レン－１０－オキシド）エタン、４，４’－ビス（ジフェニルホスフィニルメチル）－１
，１’－ビフェニル、メレムまたはジメラミン変性ピロリン酸亜鉛を含んでなる請求項１
４に記載の難燃性ポリマー組成物。
【請求項２０】
　ポリマーの耐燃性を向上させる方法であって、２００℃以上の温度で、１つまたは複数
の式（Ｉ）
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【化２】

（式中、Ｒは、Ｃ１～１２アルキル、Ｃ６～１０アリール、Ｃ７～１８アルキルアリール
、またはＣ７～１８アリールアルキルであり、前記アルキル、アリール、アルキルアリー
ル、またはアリールアルキルは、未置換であるか、或いはハロゲン、ヒドロキシル、アミ
ノ、Ｃ１～４アルキルアミノ、ジ－Ｃ１～４アルキルアミノ、Ｃ１～４アルコキシ、カル
ボキシまたはＣ２～５アルコキシカルボニルで置換されており、
Ｍは、金属であり、
ｙは、１～４の数であり、故にＭ（＋）ｙは、（＋）ｙがその陽イオンに規定された電荷
を表す金陽イオンであり、および
ｐは、１～４の数である）
の化合物を加熱して難燃性材料を調製し、続いて、任意選択的に１つもしくは複数の追加
の難燃材、相乗剤または難燃助剤と共に前記難燃性材料をポリマー樹脂に組み込む工程を
備える方法。
【請求項２１】
　請求項２０の方法を備える、耐燃性の向上されたポリマーを製造する方法。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　式（Ｉ）
【化３】

（式中、ｙは、１～７（例えば１～４）の数であり、Ｍは、の規定の電荷（＋）ｙを有す
る金属陽イオンであり、ｐは、１～７（例えば、１～４）の数であり、Ｒは、例えばアル
キル、アリール、アルキルアリールまたはアリールアルキルである）の化合物は、２００
℃を超える温度、例えば２２０℃～２５０℃以上、例えば、２００℃、２２０℃または２
５０℃から４００℃の温度で加熱する場合に、反応を起こし、４００℃以上の温度まで通
常熱的に安定で、ポリマー中で難燃性添加剤としての使用に非常に適する種々の化学種を
形成する。これらの反応生成物は、改善された難燃特性を有し、式（Ｉ）の化合物と比べ
ると、ポリマー樹脂（例えば、ポリアミド等）に、樹脂の物理特性に悪影響を与えること
なく、容易に加工される。作用メカニズムは、現時点で定かではないが、しかしながら、
本発明の材料をホスフィン酸塩（つまり、式（ＩＩ）の化合物）と併せて、２種の材料が
、異なる相補的活性を有しうる可能性を示唆する手法で、用いる場合に、優れた驚くべき
結果が、得られる。
【誤訳訂正３】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　本発明の一実施形態は、
ａ）熱硬化性または熱可塑性ポリマー、例えば、熱可塑性ポリマーと、
ｂ）１つまたは複数のホスホン酸塩、つまり式（Ｉ）
【化４】

（式中、Ｒは、アルキル、アリール、アルキルアリールまたはアリールアルキル基であり
、ｐは、１～７（例えば１～４）の数で、例えば１、２、３または４であり、Ｍは、金属
であり、ｙは、１～７（例えば１～４）の数で、例えば１、２、３または４、多くの場合
２または３であり、故にＭ（＋）ｙは、（＋）ｙがその陽イオンに規定される電荷を表す
金属陽イオンである）
の化合物を２００℃以上、例えば２２０℃以上の温度で、一般的に２５０℃以上、例えば
、２５０℃～４００℃または２６０℃～３６０℃の温度で加熱することにより得られる難
燃性材料を難燃性組成物の総重量を基準として１％～５０重量％と、
ｃ）任意選択的に追加の難燃材または難燃相乗剤と
を含んでなる難燃性ポリマー組成物である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
　理論に縛られることを望まないが、分光データおよび他の分析は、本発明の温度処理範
囲内での式（Ｉ）の化合物の熱処理により、実験式（ＩＶ）
【化５】

（式中、ＲおよびＭは、式（Ｉ）で定義する通りであり、ｑは、１～７の数、例えば１、
２または３であり、ｒは、０～５、例えば、０、１または２、多くの場合０または１であ
り、ｙは、１～７（例えば１～４）の数、であり、およびｎは、１または２であり、但し
、２（ｑ）＋ｒ＝ｎ（ｙ）である）によって概して表されると考えられる化合物およびそ
れらの錯体の脱水生成物を含んでなる材料が、生成されることを示す。通例、本発明に基
づく式（Ｉ）化合物の熱処理により、複数種の化合物（それらのうち少なくとも１種は概
して実験式（ＩＶ）により表されると考えられる）およびそれらの錯体の脱水生成物を含
んでなる材料が生成される。有機金属種に共通することだが、式（ＩＶ）は、最適化され
ており、その生成物は、特定の原子価が共有されているポリマー塩、錯塩、塩である。
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【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　本発明の他の実施形態は、難燃性材料、および難燃性材料と他の成分との相乗性ブレン
ドに関する。本発明の難燃材は、１つまたは複数のホスホン酸塩つまり式（Ｉ）
【化７】

（式中、Ｒは、アルキル、アリール、アルキルアリールまたはアリールアルキル基であり
、ｐは、１～７（例えば１～４）の数であり、例えば１、２、３または４であり、Ｍは、
金属であり、ｙは、１～７（例えば１～４）の数であり、例えば１、２、３または４であ
り、故にＭ（＋）ｙは、（＋）ｙが陽イオンに規定される電荷を表す金属陽イオンである
）の化合物を、２００℃以上（例えば２２０℃以上）の温度で、一般的に２５０℃以上（
例えば、２５０℃～４００℃または２６０℃～３６０℃）の温度で、加熱することにより
得られる。上述のように、列記した温度で式（Ｉ）の化合物を加熱することにより生じる
材料は、概して実験式（ＩＶ）
【化８】

（式中、ＲおよびＭは、式（Ｉ）で定義する通りであり、ｑは、１～７（例えば１、２ま
たは３）の数であり、ｒは、０～５の数、例えば、０、１または２、多くの場合０または
１であり、ｙは、１～７（例えば１～４）の数、例えば１、２、３、または４であり、お
よびｎは、１または２であり、但し、２（ｑ）＋ｒ＝ｎ（ｙ）である）
により概して表されると考えられる化合物または１つもしくは複数の化合物の混合物であ
ると考えられている。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７３】
ＦＲ配合物に使用される相乗剤：
ＳＹＮ１：アルミニウムトリス（ジエチルホスフィネート）、Ｅｘｏｌｉｔ（登録商標）
ＯＰ１２３０
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【化１１】

ＳＹＮ２：メチレンジフェニルホスフィンオキシド－置換のポリアリールエーテル

【化１２】

ＳＹＮ３：ｐ－キシリレンビス（ジフェニルホスフィンオキシド）

【化１３】

ＳＹＮ４：４，４’－ビス（ジフェニルホスフィニルメチル）－１，１’－ビフェニル

【化１４】

ＳＹＮ５：１，２－ビス－（９，１０－ジヒドロ－９－オキシ－１０－ホスファフェナン
トレン－１０－オキシド）エタン

【化１５】

ＳＹＮ６：Ｍｅｌｅｍ、Ｄｅｌａｃａｌ（登録商標）ＮＦＲ　ＨＰ
【化１６】

ＳＹＮ７：アルミニウム水素ホスフィット
Ａｌ２（ＨＰＯ３）３

ＳＹＮ８：ジメラミン変性ピロリン酸亜鉛、Ｓａｆｉｒｅ（登録商標）４００
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【化１７】

　本願発明を以下に記す。
［請求項１］
　難燃性ポリマー組成物であって、
ａ）熱硬化性または熱可塑性ポリマーと、
ｂ）２００℃以上の温度で、０．０１時間～２０時間、１つまたは複数の式（Ｉ）
［化１］

（式中、
Ｒは、Ｃ１～１２アルキル、Ｃ６～１０アリール、Ｃ７～１８アルキルアリール、または
Ｃ７～１８アリールアルキルであり、前記アルキル、アリール、アルキルアリール、また
はアリールアルキルは、未置換であるか、またはハロゲン、ヒドロキシル、アミノ、Ｃ１

～４アルキルアミノ、ジ－Ｃ１～４アルキルアミノ、Ｃ１～４アルコキシ、カルボキシも
しくはＣ２～５アルコキシカルボニルで置換されており、
Ｍは、金属であり、
ｙは、１～４の数であり、故にＭ（＋）ｙは、（＋）ｙがその陽イオンに規定される電荷
を表す金属陽イオンであり、ｐは、１～４の数である）
の化合物の加熱を備えるプロセスにより得られる難燃性材料を難燃性ポリマー組成物の総
重量を基準として１％～５０重量％と、
を含んでなる難燃性ポリマー組成物。
［請求項２］
　式（Ｉ）のＭが、Ｌｉ、Ｋ、Ｎａ、Ｍｇ、Ｃａ、Ｂａ、Ｚｎ、Ｚｒ、Ｂ、Ａｌ、Ｓｉ、
Ｔｉ、ＳｎまたはＳｂである請求項１に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項３］
　式（Ｉ）のＭが、ＡｌまたはＣａである請求項１に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項４］
　式（Ｉ）において、Ｒが、未置換のＣ１～６アルキル、Ｃ６アリール、Ｃ７～１０アル
キルアリール、またはＣ７～１２アリールアルキルである請求項１に記載の難燃性ポリマ
ー組成物。
［請求項５］
　Ｒが、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ベンジルまたはフェニルある請求項
４に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項６］
　式（Ｉ）のＭが、ＡｌまたはＣａである請求項５に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項７］
　前記熱硬化性または熱可塑性ポリマーが、１つもしくは複数の、ポリオレフィンホモポ
リマー、ポリオレフィンコポリマー、ゴム、エポキシ樹脂、ポリエステル、ポリウレタン
、ポリスルホン、ポリイミド、ポリフェニレンエーテル、スチレン系ポリマー、スチレン
系コポリマー、ポリカーボネート、アクリル系ポリマー、ポリアミド、ポリアセタール、
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エポキシ樹脂、生物分解性ポリマーまたはそれらのブレンドを含んでなる請求項１または
６に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項８］
　前記熱硬化性または熱可塑性ポリマーが、１つもしくは複数の、ポリフェニレンエーテ
ル／スチレン系樹脂のブレンド、ＡＢＳ、ポリ塩化ビニル／ＡＢＳのブレンド、メタクリ
ロニトリル含有のＡＢＳ、α－メチルスチレン含有のＡＢＳ、ポリエステル／ＡＢＳ、ポ
リカーボネート／ＡＢＳ、衝撃性変性ポリエステルまたは衝撃性変性ポリスチレンを含ん
でなる請求項１に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項９］
　前記熱硬化性または熱可塑性ポリマーが、１つもしくは複数の、スチレン系ポリマー、
ポリオレフィン、ポリエステル、エポキシ樹脂、ポリカーボネート、ポリアミド、または
ポリウレタンを含んでなる請求項７に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項１０］
　前記熱硬化性または熱可塑性ポリマーが、さらに補強材を含んでなる請求項７に記載の
難燃性ポリマー組成物。
［請求項１１］
　前記熱硬化性または熱可塑性ポリマーが、ポリアルキレンテレフタレート、ＨＩＰＳ、
エポキシ樹脂またはポリアミドを含んでなり、前記熱硬化性または熱可塑性ポリマーが、
任意選択的に補強材をさらに含んでなる請求項９に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項１２］
　前記熱硬化性または熱可塑性ポリマーが、ポリブチレンテレフタレート、ポリエチレン
テレフタレート、ガラス充填ポリブチレンテレフタレート、ガラス充填ポリエチレンテレ
フタレート、ガラス強化のエポキシ樹脂、熱可塑性ポリアミドまたはガラス充填の熱可塑
性ポリアミドを含んでなる請求項１１に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項１３］
　前記熱可塑性ポリアミドまたはガラス充填の熱可塑性ポリアミドが、ナイロン４６、ナ
イロン４Ｔ、ナイロン６Ｔ／６６コポリマー、またはナイロン９Ｔを含んでなる請求項１
２に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項１４］
　（ｃ）１つもしくは複数の追加の難燃材、および／または１つもしくは複数の相乗剤ま
たは難燃助剤をさらに含んでなる請求項１に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項１５］
　１つもしくは複数の追加の難燃材を含んでなり、前記１つもしくは複数の追加の難燃材
が、ハロゲン化難燃材、アルキルもしくはアリールホスフィンオキシド難燃材、アルキル
もしくはアリールリン酸難燃材、アルキルもしくはアリールホスホン酸、アルキルもしく
はアリールアルキルホスフィン酸、またはアルキルまたはアリールホスフィン酸の塩を含
んでなる請求項１４に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項１６］
　前記１つもしくは複数の追加の難燃材が、アルミニウムトリス（ジアルキルホスフィネ
ート）を含んでなる請求項１５に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項１７］
　１つもしくは複数の相乗剤または難燃助剤を含んでなり、前記１つもしくは複数の相乗
剤または難燃助剤が、メラミン、メラミン誘導体、メラミン縮合生成物、メラミン塩、ホ
スフィンオキシド、ポリホスフィンオキシド、または金属水酸化物、酸化物、水和酸化物
、ボレート、ホスフェート、ホスフィット或いはシリケートを含んでなる請求項１４に記
載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項１８］
　前記１つもしくは複数の相乗剤または難燃助剤が、アルミニウム水素ホスフィット、ベ
ンジルホスフィンオキシド、ポリベンジルホスフィンオキシド、メレムまたはメラミン変
性リン酸金属塩を含んでなり、前記金属が、アルミニウム、亜鉛またはマグネシウムを含
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んでなる請求項１７に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項１９］
　（ｃ）１つもしくは複数の追加の難燃材、相乗剤または難燃助剤を含んでなり、前記１
つもしくは複数の追加の難燃材、相乗剤または難燃助剤が、アルミニウムトリス（ジアル
キルホスフィネート）、アルミニウム水素ホスフィット、メチレン－ジフェニルホスフィ
ンオキシド－置換のポリアリールエーテル、キシリレンビス（ジフェニルホスフィンオキ
シド）、１，２－ビス－（９，１０－ジヒドロ－９－オキシ－１０－ホスファフェナント
レン－１０－オキシド）エタン、４，４’－ビス（ジフェニルホスフィニルメチル）－１
，１’－ビフェニル、メレムまたはジメラミン変性ピロリン酸亜鉛を含んでなる請求項１
４に記載の難燃性ポリマー組成物。
［請求項２０］
　ポリマーの耐燃性を向上させる方法であって、２００℃以上の温度で、１つまたは複数
の式（Ｉ）
［化２］

（式中、Ｒは、Ｃ１～１２アルキル、Ｃ６～１０アリール、Ｃ７～１８アルキルアリール
、またはＣ７～１８アリールアルキルであり、前記アルキル、アリール、アルキルアリー
ル、またはアリールアルキルは、未置換であるか、或いはハロゲン、ヒドロキシル、アミ
ノ、Ｃ１～４アルキルアミノ、ジ－Ｃ１～４アルキルアミノ、Ｃ１～４アルコキシ、カル
ボキシまたはＣ２～５アルコキシカルボニルで置換されており、
Ｍは、金属であり、
ｙは、１～４の数であり、故にＭ（＋）ｙは、（＋）ｙがその陽イオンに規定された電荷
を表す金陽イオンであり、および
ｐは、１～４の数である）
の化合物を加熱して難燃性材料を調製し、続いて、任意選択的に１つもしくは複数の追加
の難燃材、相乗剤または難燃助剤と共に前記難燃性材料をポリマー樹脂に組み込む工程を
備える方法。
［請求項２１］
　難燃材であって、実験式（ＩＶａ）
［化３］

（式中、Ｍは、Ａｌであり、ｑは、１であり、ｒは、１であり、ｙは、３であり、および
Ｒは、Ｃ１～１２アルキル、Ｃ６～１０アリール、Ｃ７～１８アルキルアリール、または
Ｃ７～１８アリールアルキルであり、前記アルキル、アリール、アルキルアリール、また
はアリールアルキルは、未置換であるか或いは、ハロゲン、ヒドロキシル、アミノ、Ｃ１

～４アルキルアミノ、ジ－Ｃ１～４アルキルアミノ、Ｃ１～４アルコキシ、カルボキシま
たはＣ２～５アルコキシカルボニルで置換されている）を有する材料を含んでなる難燃材
。
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